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～踊っていきいき～
●日時／毎月第１・第２・第３月曜日　13:00～15:00
●場所／中央公民館

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

リサの

マイ
サークル
婦人会  社交ダンス愛好会

１８5

　田口　025-7381

　心身ともに健康で「いつまでも自立でき

るように」をモットーに発会したこの会も、

結成30周年を迎えようとしています。

　いつも社交ダンス愛好会の男性の皆さん

のご協力を得ながら、毎月３回、中央公民

館でレッスンしています。毎回リズムに

乗って楽しく技を磨いては、会員同士の親

ぼくを深めるなど、楽しいひとときを過ご

しています。

　皆様のご理解とご協力を得て、会員の皆

さんは人並み以上に足腰が丈夫で、ほとん

ど欠席がありません。心豊かで明るい方々

ばかりです。　

　一度練習風景をぜひ見にいらしてくださ

い。お待ちしています。
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市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板
開催日 時　間 イベント名 場　所 有・無料 問い合わせ先 備　考

15頁掲載

16頁掲載

16頁掲載

27頁掲載

16頁掲載

16頁掲載

  9:00～
17:00

弥治郎こけし村
0２６－３９９３

8月29日（火）
～10月16日（月） 弥治郎こけし村勝部領樹コレクション展PART1

かつ  べ  りょう き

入村無料

  9:00～ スパッシュランドしろいし
029-2326

生涯学習課
029-1327

9月3日（日） スパッシュランド
しろいし

第48回白石市民水泳大会
第37回白石市総合体育大会水泳記録会 見学無料

  8:30～9月17日（日） スパッシュランド
しろいし姉妹都市国際親善水泳大会 見学無料

18:30～ ホワイトキューブ
022-12909月16日（土） ホワイトキューブ森麻季の夕べ（ソプラノ）

※開場18:00～

全席指定
前売券3,500円
当日券4,000円
学生半額        

参加無料
※材料持参、    
　　申し込み必要   

10:00～
11:30

いきいきプラザ
022-16359月16日（土） いきいきプラザ定期リサイクル教室

「ペットボトルから風車を作ろう」

入場無料14:00～ 社会教育課
022-13439月16日（土） 中央公民館

大ホール
第20回みやぎ蔵王高原マラソン大会
記念・浅井えり子のスポーツ講演会

見学無料  9:15～
（10:00スタート）

社会教育課
022-13439月17日（日） 南蔵王野営場第20回みやぎ蔵王高原マラソン大会

※参加申し込みは締め切りました。

お茶券400円
（中学生以下無料）

10:00～
15:00

碧水園
025-79499月17日（日） 碧水園子ども茶会

参加無料
※材料持参、    
　　申し込み必要   

  9:30～
11:30

いきいきプラザ
022-16359月12日（火） いきいきプラザ

短期リサイクル教室（全5回）
「ネクタイ・端切れから
ティッシュボックスカバーを作ろう」
9月26日、10月10日・24日、
11月7日も開催

入場無料
※出店希望者連絡必要

  8:30～
12:00

いきいきプラザ
022-16359月23日（土） いきいきプラザいきいきプラザフリーマーケット

（９月１日～10月５日）〈　　＝花火打ち上げ〉
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「ブレス・ユー」
　ある日、職場の机の上においしそうなピンクのもちがありま
した。「これはだれからのおみやげ？」と聞いたら、「二階の
○○さんから」という答えが返ってきました。「○○さんはど
こに行ったの？どこのおみやげ？」と、またリサは質問しました。
「日本の男性は42歳になると、厄を払うようにと職場の人や友
達に紅白のもちを配るのよ。」「ええっ？（@_@）！」この説明
を聞いて、日本の文化は本当に不思議だと思いました。面白く、
おいしく42歳のピンクの厄払いもちを食べました。
　今月はそれと同じように、皆さんが不思議に思うようなオー
ストラリアのオマジナイを一つ紹介しましょう。日本に来て初
めて、花粉のおかげで静かな部屋の中でくしゃみをしました。
１回だけでなく、２回、３回と。周りにいた人は顔を上げずに、
何も言いませんでした。不思議だなー。ちょっと失礼ではない
のかな？　なぜならオーストラリアやヨーロッパ、アメリカで
は、昔からくしゃみをしたとき必ず「ブレス・ユー」の一言を
周囲の人にもらうからです。
　「ブレス・ユー」とは「あなたは…神から祝福される、恩恵を
受ける、悪魔から守られる」という意味で、誰かがくしゃみを
すると、必ず周りの人に「ブレス」されます。時々自分でも「ブ
レス・ミー」と言います。でも、なぜ「ブレス」されるのでしょう？
　ある説では、歴史的な理由に基づいたものといわれていま
す。時は中世ヨーロッパ。ペストの大流行で多くの人が亡くな

り、免れた人々はくしゃみをする人が病にかかっていると信じ
て、哀れみの気持ちからその人に「ブレス」と言ったそうです。
このほか、くしゃみをすると心臓がびっくりして止まってしまう
からだという説もあります。人々はくしゃみをするたびに心臓
がまだちゃんと動いているかどうかを確かめ、感謝の気持ち
で神を「ブレス」します。
　さて、諸説ありますが、最も有名なのは、悪魔を追い払う
という意味の「ブレス・ユー」。大きく口を開けてくしゃみをす
る間に、悪魔が口の中へ入り込まないよう、周りの人は「ブレ
ス・ユー」と言います。日本では、くしゃみをすると「だれか
があなたのことをうわさしているよ」と言いますが、今度外国
に旅行して、あなたの前でくしゃみをする人がいたら、「ブレス・
ユー」と声を掛けてみてください。その人は必ず「サンキュー」
と感謝してくれるはずです。
　私たちは、何百年も昔から言い伝えを大切にしてきました。
文化は日常生活にも関わっています。私たちはその文化の中
で育ち、当然の考え方であると思うときもあります。ほかの国
の人が「どうして、何で？」と聞くまで、気がつかないことも
ありますよね？　どの国の文化もいろいろな信仰や迷信があ
るので、外国の人に出会ったり、外国に旅行したときは、そ
の面白いことを話して、笑いながら楽しく、そして仲良く世界
中に友達をつくるのもいいですね（ ｏ^^ ）！


